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市町村名 渡名喜村

令和元年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

4-① 　　観光振興整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-３-(12)-ア

観光リゾート産業の振興

担当部課名 　　経済課
事業実施

（予定）年度
平成27年～令和2年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-１-（1）

事業内容
観光客の受け入れ体制整備が必要とされていることから、観光施設整備（トイレ建築工事及び東浜東屋・植栽・転落防止柵改修・水道管敷設工
事）を行う。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H30年度 H30年度（繰越） R1年度 R1年度（繰越） R2年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 109,316 － 171,629

(b)予算現額 177,354 － 137,649

(c)増減額(b-a) 68,038 － ▲ 33,980 0 0

(d)繰越額 － 104,630 0 61,385

A．計(b+d) 177,354 104,630 137,649 61,385 0

B．執行済額 72,722 90,294 61,985 61,385

うち交付金充当額 58,177 72,236 49,588 43,744

次年度繰越額 104,630 0 70,059 0 0

執行率（％）(B/A) 41.0% 86.3% 45.0% 100.0%

予算の状況の説明
 展望台の整備を除いたことで33,980千円の減額とした。トイレ建築工事において一部設計の見直し等により不足の日数
を要したことから70,059千円を繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R1活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

トイレの整備工事

目　標

実　績

あがり浜東屋・植栽

目　標

実　績

転落防止柵・水道管敷設工事

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　あがり浜東屋・植栽の整備については令和元年度で完了し、トイレの整備及び転落防止柵・水道管敷設工事については
令和2年度に完了している。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R1成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度 R2年度

目標値
（R2年度）

トイレの整備工事

目　標

実　績 実施

あがり浜東屋・植栽

目　標

実　績 実施

シュンザ公園整備、転落防止柵の改修、水道
管敷設工事

目　標

実　績 実施

【R2成果目標】
　利便性の確保が図られたか（80%以上）を含
め、アンケートにより、本事業のあり方について
検証する。

目　標

実　績 未実施 未実施

進
捗
状
況
説
明

　令和元年度であがり浜東屋・植栽の整備が完了し、令和2年度に公園整備及びトイレ建築工事を完了した。
成果目標であるアンケート調査については、新型コロナウイルス感染症流行による本村への来島自粛要請が続いたため、実施すること
ができなかった。

80％以上



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・観光客の満足度や利便性の向上に向け、継続的な管理が重要となる。また、整
備した施設等の活用についても積極的に取り組む必要がある。

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、本村への来島自粛要請が続い
ているため、成果目標であるアンケート調査の実施ができない状況となってい
る。

・整備した施設等の維持管理を徹底するほか、観光客向けのツアーやガイ
ド等での利用や情報発信に取り組むことで利用者数の増加及び満足度の
向上に繋げる。

・成果目標については、アンケート調査以外に効果的な目標設定が難しい
ため現状のままアンケート調査を継続する。

今後の取り組み方針

・美化作業等を積極的に行い維持管理に注力するほか、本事業を通して整備した施設等の利用を促進するような取組を実施していく。

・次年度以降についてもアンケート調査を実施し、成果目標を達成できるよう取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

123,370 123,370 93,332 30,038 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託及び工事の業者選定は指名競争入札により実施し
ており、妥当であったと考えている。

○費目・使途について事業目的達成の観点から必検査、確
認しており、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

渡名喜村

123,370千円

委託料

（施工管理業務委託）

36,564千円

有限会社

アゴラエンジニアリング
シュンザ公園トイレ建築工事

施工管理業務委託

委託料

（現場管理業務委託）

1,320千円

株式会社

協和建設コンサルタント

シュンザ公園等整備工事

現場技術業務委託

工事請負費

46,918千円

有限会社

南風原工務店
シュンザ公園トイレ建築工事

工事請負費

43,813千円

有限会社

高平建設
シュンザ公園等整備工事

工事請負

27,665千円

大友建設

株式会社 あがり浜整備工事
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市町村名 渡名喜村

令和元年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

5-① 渡名喜村旅客ターミナル整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章-２-（6）-ア

地域特性に応じた生活基盤の
整備

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
平成31年～令和2年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-９

事業内容
　現施設は、庇の一部欠落やひび割れ等が複数見られ、危険な状態となっている。また、耐力度調査においてむ耐震基準を下回る診断結果と
なっていることから、危険性の除去、観光客や村民の利便性向上を図るための建物解体工事である。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

H30年度 R1年度 R1年度（繰越） R2年度 R3年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 30,078 -

(b)予算現額 57,940 -

(c)増減額(b-a) 0 27,862 - 0 0

(d)繰越額 - 25,542

A．計(b+d) 0 57,940 25,542 0 0

B．執行済額 32,398 25,542

うち交付金充当額 25,918 18,233

次年度繰越額 25,542 -

執行率（％）(B/A) #DIV/0! 55.9% 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
　新型コロナウイルス感染防止に伴う本村からの工事中止や、産業廃棄物の受け入れ時期に大幅な変更が生じ、不測
の日数を要したことから、工事費に係る25,542千円を令和2年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R1活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

渡名喜村旅客ターミナル設計業務の実施

目　標

実　績

渡名喜村旅客ターミナル解体工事の実施

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

令和元年度に設計業務を完了し、令和２年度に解体工事を完了した。

設計業務の実施

設計業務の完了

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R1成果目標（指標）
基準値

（　年度）
H30年度 R1年度

【参考指標】
渡名喜村旅客ターミナル解体工事の完了

目　標

実　績

R2年度
目標値

（　年度）

渡名喜村旅客ターミナル解体工事

目　標

実　績 工事完了

100%

進
捗
状
況
説
明

令和２年３月に設計業務を完了し、令和２年8月に解体工事を完了した。

解体工事の実施

解体工事の完了

工事完了

100%



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　令和２年度から渡名喜村旅客ターミナル改築工事も始まることから、改築工事
開始時期についての遅れが考えられる。

　解体工事の進捗を見ながら、改築工事の開始時期について入念な調整
が必要である。

今後の取り組み方針

解体工事の工事進捗を見定めた上で、、平行して令和２年度事業（改築工事に向けての入札・契約・着工）を実施し、工事の流れを止めない計画を立てる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

57,940 44,151 13,78957,940

株式会社　川平土木
42,570千円

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

渡名喜村
（57,940千円）

委託料
15,370千円

工事請負費
42,570千円

有限会社　めーばる設計工房
15,370千円

渡名喜村旅客
ターミナル
設計業務

渡名喜村旅客
ターミナル
解体工事

・指名審査、指名競争入札を実施しており妥当である。

・複数の業者から見積書を入手し、比較をしており事業内容
に見合った予算規模で選定している。

・工事請負契約書に基づき、同意しており妥当である。

・費目・使途共に事業目的に限定されている。


